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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第46期

第１四半期累計期間
第47期

第１四半期累計期間
第46期

会計期間
自 平成27年９月１日
至 平成27年11月30日

自 平成28年９月１日
至 平成28年11月30日

自 平成27年９月１日
至 平成28年８月31日

売上高 (千円) 723,312 702,442 3,162,147

経常損失(△) (千円) △64,332 △109,868 △85,521

四半期(当期)純損失(△) (千円) △45,525 △81,038 △82,919

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) ― ― ―

資本金 (千円) 488,355 488,355 488,355

発行済株式総数 (株) 1,806,800 1,806,800 1,806,800

純資産額 (千円) 1,666,294 1,500,500 1,620,707

総資産額 (千円) 3,526,166 3,581,539 3,680,750

１株当たり四半期(当期)純損失金
額(△)

(円) △31.69 △56.40 △57.71

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 30

自己資本比率 (％) 47.3 41.9 44.0
 

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益は、関連会社を有していないため、記載しておりません。

４ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリ

スク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の月例経済報告の景気判断が８ヶ月に亘り据え置かれるな

ど、明確な回復傾向が見出せない状況が続いております。当社の事業が依存する個人消費につきましても、「総じ

てみれば底堅い」とされながら、力強さに欠ける動きとなっております。

 このような環境の下、より一層、地域社会になくてはならない存在となるべく、期初に仙台市若林区に新規出店

するなど諸施策を実施して参りました。

　しかし、全社売上高は、通信販売の苦戦が続いたこと等から、前期に比べ2.9％減少し、702百万円となりまし

た。損益につきましても、売上高の減少及び原価率の上昇並びに販売費及び一般管理費の増加から、営業損失109百

万円（前年同期63百万円）、経常損失109百万円（前年同期64百万円）、四半期純損失81百万円（前年同期45百万

円）とそれぞれ悪化いたしました。

　報告セグメントごとの業績の概況につきましては、以下の通りです。

（通信販売）

　お客様の特性に応じたきめ細かなフォローを行う「顧客数増加重視方式」の営業に努めましたが、効果が顕れる

まで予想より時間を要し、売上高は157百万円（前年同期187百万円）と大幅減となりました。セグメント利益又は

損失(営業利益又は損失)につきましても、売上高の減少及び新方式に伴い販促費が増加したこと等から悪化し、セ

グメント損失15百万円（前年同期はセグメント利益6百万円）となりました。

（店舗販売）

　新規出店したこと等から、売上高は、前年同期に比べ1.7％増加し、544百万円となりました。一方、セグメント

利益又は損失(営業利益又は損失)は、新店の開業に伴う費用があったこと等から、前年同期に比べ悪化し、セグメ

ント損失2百万円（前年同期はセグメント利益24百万円）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

（資産）

総資産は3,581百万円となり、前事業年度末に比べ99百万円の減少となりました。これは、固定資産が新規取得に

より36百万円増加した一方、流動資産が現金及び預金の減少により135百万円減少したことによるものであります。

（負債）

負債合計は2,081百万円となり、前事業年度末に比べ20百万円の増加となりました。これは、短期借入金50百万円

の実施に伴い流動負債が増加したこと等によります。

（純資産）

純資産は1,500百万円となり、前事業年度末に比べ120百万円の減少となりました。これは、四半期純損失81百万

円の計上、剰余金の配当43百万円の実施等によるものであります。
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(3) 研究開発活動

当第１四半期累計期間における研究開発費の総額は、3,479千円であります。

　なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動について重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,000,000

計 6,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年１月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,806,800 1,806,800
東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)
単元株式数は100株
であります。

計 1,806,800 1,806,800 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年11月30日 ― 1,806,800 ― 488,355 ― 554,141
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社シベール(E00392)

四半期報告書

 5/15



 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 370,000
 

―
株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式であります。

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,436,700
 

14,367 同上

単元未満株式 100 ― ―

発行済株式総数 1,806,800 ― ―

総株主の議決権 ― 14,367 ―
 

(注) 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成28年８月31日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

② 【自己株式等】

  平成28年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社シベール

山形県山形市蔵王松ケ丘
二丁目１番３号

370,000 ― 370,000 20.48

計 ― 370,000 ― 370,000 20.48
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成28年９月１日から平成28年

11月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成28年９月１日から平成28年11月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年８月31日)
当第１四半期会計期間
(平成28年11月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 337,604 165,628

  売掛金 70,379 64,882

  たな卸資産 92,772 117,201

  その他 86,620 104,312

  貸倒引当金 △573 △540

  流動資産合計 586,803 451,484

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 1,463,187 1,528,694

   機械及び装置（純額） 81,911 95,064

   土地 1,097,047 1,097,047

   その他（純額） 211,006 165,103

   有形固定資産合計 2,853,153 2,885,908

  無形固定資産 12,269 15,034

  投資その他の資産   

   投資有価証券 46,045 49,974

   その他 182,858 179,511

   貸倒引当金 △380 △373

   投資その他の資産合計 228,524 229,112

  固定資産合計 3,093,946 3,130,055

 資産合計 3,680,750 3,581,539

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 95,924 97,892

  短期借入金 － 50,000

  1年内返済予定の長期借入金 361,639 349,559

  未払金 139,316 146,979

  未払法人税等 10,320 3,768

  賞与引当金 15,000 30,000

  ポイント引当金 16,153 13,935

  その他 36,175 30,531

  流動負債合計 674,530 722,666

 固定負債   

  長期借入金 1,345,603 1,310,113

  資産除去債務 34,313 42,663

  その他 5,595 5,595

  固定負債合計 1,385,512 1,358,372

 負債合計 2,060,042 2,081,039
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年８月31日)
当第１四半期会計期間
(平成28年11月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 488,355 488,355

  資本剰余金 554,141 554,141

  利益剰余金 1,427,419 1,303,276

  自己株式 △851,000 △851,000

  株主資本合計 1,618,915 1,494,773

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 1,791 5,727

  評価・換算差額等合計 1,791 5,727

 純資産合計 1,620,707 1,500,500

負債純資産合計 3,680,750 3,581,539
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 平成27年９月１日
　至 平成27年11月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成28年９月１日
　至 平成28年11月30日)

売上高 723,312 702,442

売上原価 408,644 413,427

売上総利益 314,668 289,015

販売費及び一般管理費 378,517 398,172

営業損失（△） △63,848 △109,156

営業外収益   

 受取賃貸料 2,505 2,424

 貸倒引当金戻入額 10 7

 雑収入 519 284

 営業外収益合計 3,036 2,716

営業外費用   

 支払利息 3,427 3,416

 雑損失 93 11

 営業外費用合計 3,520 3,428

経常損失（△） △64,332 △109,868

特別利益   

 保険解約返戻金 － 5

 特別利益合計 － 5

特別損失   

 固定資産除却損 56 214

 特別損失合計 56 214

税引前四半期純損失（△） △64,389 △110,078

法人税、住民税及び事業税 2,364 2,132

法人税等調整額 △21,228 △31,171

法人税等合計 △18,864 △29,039

四半期純損失（△） △45,525 △81,038
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　  当第１四半期会計期間(自　平成28年９月１日　至　平成28年11月30日)

　　　該当事項はありません。　

 

(追加情報)

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」 (企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日) を当第１四

半期会計期間から適用しております。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。　

 
前第１四半期累計期間
(自 平成27年９月１日
至 平成27年11月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成28年９月１日
至 平成28年11月30日)

減価償却費 37,415千円  41,698千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 平成27年９月１日 至 平成27年11月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月23日
定時株主総会

普通株式 43,104 30 平成27年８月31日 平成27年11月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期累計期間(自 平成28年９月１日 至 平成28年11月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年11月23日
定時株主総会

普通株式 43,104 30 平成28年８月31日 平成28年11月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 平成27年９月１日 至 平成27年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整
(注)１

四半期損益計算
書計上額
(注)２通信販売 店舗販売 計

売上高      

  外部顧客への売上高 187,498 535,814 723,312 ― 723,312

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 187,498 535,814 723,312 ― 723,312

セグメント利益 6,721 24,327 31,048 △94,897 △63,848
 

(注) １　セグメント利益の調整額△94,897千円は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であり、主に報告セ

グメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 平成28年９月１日 至 平成28年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整
(注)１

四半期損益計算
書計上額
(注)２通信販売 店舗販売 計

売上高      

  外部顧客への売上高 157,651 544,791 702,442 ― 702,442

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 157,651 544,791 702,442 ― 702,442

セグメント利益又は損失(△) △15,110 △2,038 △17,148 △92,007 △109,156
 

(注) １　セグメント利益又は損失(△)の調整額△92,007千円は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であ

り、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失(△)は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期累計期間
(自 平成27年９月１日
至 平成27年11月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成28年９月１日
至 平成28年11月30日)

　 １株当たり四半期純損失金額  31円 69 銭  56円 40 銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純損失金額(千円) 45,525 81,038

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純損失金額(千円) 45,525 81,038

    普通株式の期中平均株式数(株) 1,436,800 1,436,800
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年１月13日

株式会社シベール

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   原   口   清   冶   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   有   倉   大   輔   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シベー

ルの平成28年９月１日から平成29年８月31日までの第47期事業年度の第１四半期会計期間(平成28年９月１日から平成28

年11月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成28年９月１日から平成28年11月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シベールの平成28年11月30日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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